MITSUBISHI 

兰菱クッキングヒーター 

取扱説明書 *" a 
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•ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。 
•保証書は r お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめて、販売店からお受け取りください。 
•取扱説明書-保証書は大切に保巧して<ださい。 

•添付別紙の rn 養電機ご相談窓 □ •修理窓□のご案内」は、大切に保巧してください。 
•お客様ご自身では据付けないでください。（安全や機能の確保ができません。） 

^この商品は曰本国巧専用で、外国では使用できません。また、アフターサービスちできません。 

Th に appliance に designed Tor use in Japan only and cannot be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 















特長 

IH (電磁誘導加熱）とは 

磁力線により発生するラず電流で、なべ自体び発熱します。 


も IH 

天ぷ5専用の油温度調節 
機能と2000 W の火力で 
簡単•スピーディに調理。 



ちを機能について 


■高温を意ランプ表示 

トッププレートび熱い間は高温注意ランプ表示び点丹 
します。（左も IH の火力表示ランプの「4」「引び点丹） 
電源スイッチを切つた後ち点丹してやけど注意をお知 
(5 せし、冷めると消巧します。 

※左ちヒーターごとに高温注意ランプ表示をするので、 
どのヒーターび熱いかびわかります。 

※長時間ヒーターをご使用した後は、冷めて消丹する 
までに時間びかかります。 


_ _ • 160 _• 180 200天ぷら 

ロロ ロ圓圓 ロロロ ロロ ロ圓圓 ロロロ 〇 

感1 2345678爲 感1 2345678風 

弱乂 中乂 強乂 弱乂 中乂 強乂 

【左 IH】 【も IH】 

■なべ無し自動停止機能 

なべを置かなかったり、はずしたままにすると約1分後 
に自動的に通電び停止します。（左ち IH ) 

■切り忘れ防止自動停止機能 

切り忘れてち最終操作後か!5約4己分び過ぎると、ブザ 
一び鳴り自動的に通電び停止します。 

(□ースターは 加熱び スタート してか!5約2日分後。） 

■温度過昇防止機能 

なべ底び高温になり過ぎると、自動的に通電をコント 
□ールします。 

^特に炒めちのなどの予熱時などに働くことび、 

I お0ます。 ) 

※温度び下びると自動的に加熱し始めます。 

※空焼さなどの異常時には通電を停止します。 

■チャイルド□ック機能 

チャイルド□ックを設定すると、すべてのヒーターび 
使えなくなります。 

■感震機能 

地震び発生して感震機能び働くと、すべての動作び自 
動的に停止します。（約震度己じ(上の場を。） 





□ ースター 

水を張!5ない自動式なので、蒸し焼 
さにな!5ずカラッとこんがり。 



タイマ — 

煮なみやパスタなどのゆでち のに概リ 


スムーストツププレー ト 

凸凹がなく、お手入れが簡単 


ダ Y ヤル式の乂力調節つ 

: m のダイヤ J レで 、勝な劾調節が可能 


まみ 


最小-最大火力と基準火力 W でブザ 
一び鳴ります。基準火力ではブザーび 
長めに鳴るので火力調節のめやすにな 
ります。 


(*) 基準火力 

左ち IH . 「日」 

□ースター 手動 . 「中」 

□-スター自動 . 「姿焼き」 


も< じ 


安全のために必ずお守りください•••4~7 

各剖5のなまえ . 8~9 

•本体 . 8 

•操作部 . 9 

• 付属品 . 9 

ご使用の前に . 10〜11 

使えるなべについて . 12~13 


使いかた . 14〜23 

•加熱調理をする【左ち IH 】.14-15 

•揚げもの調理をする【も川……16〜17 
•魚を焼く谊動)【□-スター】…18〜19 

•魚を I 焼 <( 手動）【□-スター】 . 20 

•タイマーを使ラ . 21 

•湯沸し機能【も1川 . 22 

•チヤイ J レド□ック機旨 g . 23 


f 

がす7わ . 

. つ A 〜つに 1 

むテ八い 

V 

ビ4■〜ビロ J 


修理を依頼ずる前に .30-31 

イ馬正とアフターヴービス . 裏表紙 

仕様 . 紙 


お料理ノート .26-29 

■加熱調理 

•牛肉とアスパラガスの中華風炒め…2目 

•お好み焼き . 27 

•茶わん蒸し . 27 

•黒豆 . 27 

■揚げちの罪曙 

•天ぷら . 28 

■ □-スター 調理 . 29 


f この取扱説明書では次のように表しまず。^ 


•操作手順は . 12 3 

•操作により自動的にかわる状態 .► 

•表示ランプの点なは . 〇 

• 表示ランプの点滅は . こ〇 こ 


い 表示ランプの色は……ホ: 圓 緑:圓消な: □ ^ 












































































安全のために( 2 ^ずお守りください 


■誤った取扱いをしたとをに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明していまず。 


应警告 


誤った取扱いをしたとをに、死亡や重傷などに結びつく可能性があるもの 


(^之么を意 


■図記号の意味は次のとおりです。 



禁止 

翅） 接触禁止 

水かけ禁止 

分解禁止 

めれ手禁止 

指雨こしたがぅ 

A 警告 1 


分解•改造•修理はしない 

火災•感電-けがの原因。 

修理は販売店またはお近くの「兰菱電機 分お禁止 

ご相談窓□-修理窓□」にご相談ください。 


⑩ 


子供など取り扱いに不慣れな方だけで 
使わせたり、幼巧に触れさせたりしない 

感電-けが-やけどの原因。 

^使用後は、触れたり当た5ないよラに□ースター扉 
を閱める。 






誦 


〇ノが 



0 


禁止 


本体頒扇口など）に水をかけない 

漏電.シヨート.火災.感電の原因。 



二- V 


瓦1 

1 わ 

/wIocdI I 

|〇 1 
〇〇 


、◎ 

〇1 


水かけ禁止 


吸気□、お扇□やずを間に、ピンや針金 
などの金属類や異物を入れない 
吸気□、排気口に指を入れない 


火災•感電-けがの原因。^4 



-3^ 



巧 

00 



〇 

〇 1 


0 

禁止 


みそ汁やだし汁、カレーなどを煮たり 
温めたりずるとをは、とをどをかをまぜる 
再加熱ずるときは、はじめにかきまぜる 

水や調理物を加熱していると、突然沸騰して飛び散る 
ことがあり、やけど-けがの原因。 



〇 




II /ぶグ /ぶグ 

Offl 

Im ~|| 1 

に 

〇〇 


〇 

〇 1 


炒め物と焼き物をずるときは、 

次のことを必ず守る 

•そばを離れない 

•加熱しずぎない（予熱の火力は弱めにずる） 
少量の油を使ラため、油温が急激に上がり 
発煙-発火の原因。 


〇 


4 



安全のために必ず 
お守り<ださい 


5 




























































































































































































安全のために iff 巧巧 3 守りくださし、 


A 警告 1 

コード-電源プラグを破損ずるよラなこと 
はしない 

/傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、\ 
無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 

\重いちのを載せたり、束ねたりしない。 ノ 

感電- シヨー ト-乂災の原因。 /TX 

コード-プラグの修理は、販売店又はお近くの 1 X 1 
「兰菱電機ご相談窓□-修理窓□」にご相談 
ください。 禁止 

電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全な場合感電-発熱による火災の原因。 

^痛んだプラグ-緩んだコンセントは使わない。 

〇 

電源プラグのほこりなどは定期的に取る 

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不良 
となり、乂災の原因。 

^プラグを抜き、乾いた巧でふく。 

トッププレートに衝撃を加えない iCN 

万一ひびが入ったり割れた場合、 

そのまま使ラと過熱や異窜動作-感電の原因。寧止 
^このよラな場合は、ただちに使用をやめ、 

専用回路のブレーカーを「切」にして修理を 
依頼ずる。 

「トッププレートはガラス製でず。 1 

上に乗ったり、物を落としたりしないでください。 

L また、傷をつけると割れの原因になりまず。 」 

めれた手で電源プラグの ^ 

抜を差しはしない 

感電の原因。 めれ手禁止 

J 


r 

A >3 

調理！; m の目的で使用しない 

火災の原因。 

0 

禁止 

本体前方に物を置かない 

火災の原因。 

向 

禁止 

IH の上に下記の物を置いたまま通電しない 

-排気カバー -スプーンなどの達 

• □ —スター受け皿.スプレーち 
-こんがりプレート-ガスボンベ 

層製ル物 

加熱してやけどをしたり、破裂してけがの原因 。^ 

禁止 

なべを不安定な状態で使用しない 

トッププレートのふちに乗り上げた状態で 
使うと、本体援傷や落下などにより、けが 
やけどの原因。 

り 

禁止 

排気□や吸気□をふさいだり、排気□付近 

に手、顔、なべの取っ手を近づけないベ、 

本体内部が過熱して乂災-やけどの原因。 

禁止 

なべなどの下に紙などを敷かない 

なべの熱で紙がこげるなどの原因。 

V 

0 

禁止 


吿詰やアルミ清-アルミ製レトルトパック 
など、なべじ例のものを加熱しない 

破裂してけがをしたり赤熱してやけどの原因。 

禁止 

IH でアルミ製容器（うどん等が入った 
簡易なベ）を加熱しない ^ 

容器がホ熱したり、巧があいてやけどの原因。 

禁止 

空だををしたり、加熱し過ぎない 

なべの温度が上がり、やけどや調理物の 
発火の原因。 

なべのそり、変形、トッププレートの 
破援の原因。 

0 

禁止 

水をかけたり、火気を近づけたり 
しない 

感電.漏電の原因。 

0 

禁止 

使用中-使用後しば5くは□ースター扉と 

その周辺の金属部やなべに触れない 

高温のためにやけどの原因。 

^なお、高温ま意ランプ表示はトッププレ 
—卜 のヒー ター部用のため、□— スター 
扉とその周辺の金属部やなべが高温の場 
合でち点打はしないのでま意ずる。 

(D 

接触禁止 

J 


6 


A 注意 


/こ、臓用ぺースメ ーカーをお使いの方は、 
本製品のご使用に当たって、 

医師とよく相談ずる 


本製品の動作がぺースメーカーに影響を 
与えることがある。 


〇 


医師と相談 


お手入れは冷えてから行う 

やけどの原因。 


〇 


揚げもの調理について 


J 


他の器具（ガスコン□など）であ5かじめ 
加熱した油を使用しない ^ 

油温度調節機旨目が働かず、異常加熱し 〇/ 

火災の原因。 


禁止 


油煙がをく出た S 電源スイツチを r 切」にずる 

油が高温になっているため続けて加熱ずると 
発火し、火災の原因。 


〇 


スイツチを切る 


揚げもの調理中は飛び散る油に注意する 

油が飛び散ってやけどの原因。 

^油の飛び散りは材料の下ごし5えなどで 
少なくできる。 

(吟28ページ「油の飛び散りを少なくずるために」） 


〇 


油に注意 


□ —スター調理について 


使用中は製品から離れない 

調理物が発火して火災の原因。 

〇 

離れない 

必要 m 上に加熱しない 

加熱しずざると発乂の原因。 

9 

使用後は必ずお手入れずる 

アルミ清も毎回新しいものに取りかえる 

こんがりプレートや受け皿等に調理くずや 
油分が残ったまま調理ずると発煙-発火の 
原因。 

〇 

お手入れする 

し 



□ースター受け皿にアルミ清を敷いて使用 
ずる A 

水は入れない 

温度検知が働かず調理物か5の発煙-発乂 指示に L ^； ■ゴ巧 

の原因。 

^続けて焼くとさは、アル5道を取りかえる。 

〈セツトのしかた> 

アル5道は必ずこんがりプレートの下に敷く。 

こんがりプレートの 
上に敷<と発煙•発 
火の原因。 

アルミ道 



こんがりプレート 
(凸部を上にする） 


—スター使用時のお原頁し、 

> □ースター扉を引をだしたときに、上か5強い力を 
加えない 

□-スター扉や受け皿が落下してけがをしたり器具 
を破損、ずる原因になりまず。 

、ヴ リル用のか石などは使わない 
発煙.発火.やけどの原因になりまず。 

• 排気カノ（一の上に物を置かない 
□ースター取っ手が熱くなり、やけどの原因になりま 
ず。また、本体内部の温度が上がり、故障の原因にな 
りまず。 


調理物が発煙-発乂した場舍はずぐに電源 
スイッチを切り、次の手順で消乂ずる 

①電源スイッチを切る 

感排気力 K - を体をめれた夕すルで 

ふさぐ 指示にしたがラ 

^このとさ□ースター扉の周囲か5煙が出まず。 

•炎が消えるまで□ースタ 
一扉を引を出さない。 

(空気が入り、 炎が大き< 

なじまず。） 

• □ースター 扉（ガラス窓） 

に水をかけない。 

(ガラスが割れまず。） 



安全のために必ず 
お守り<ださい 



























































各固 5 のなまス 


本化 


排気カバー 

左 IH 

IH SOOOW 


を IH - 
乂力表示ランプ 

凸マーク （’《4 力所) 

目の不自由な方のために 
設けています。 

(なべを 置 < めやす） 


こんが0プレート 

(消耗部品） 

受け皿 


トッププレート 

ち IH 

IH 2000 W 

ち I H 乂力表示ランプ 

天ぷら調理時は油温度、 

V 設定表示ランプ ノ 


□—スター扉 



操作部 


□ースター取っ手 


本体背面 



吸気 □ 


8 


操作部 


グ 


□ —乂夕—^— 


モ立 R 説明のためにすベて 
を^ぶ口 IS I 表示してあります。 


□ースターランプ 


タイマー 

r 選択/切」夺一 


□ ースター 

r 焼さ色/火力」調節夺一 
電源ランプ 


電源 

スイッチ 



チャイルド 
□ック夺一 

天ぷ5 
調理夺一 

湯沸し夺一 


左 IH 火力調節つまみ 

r 入/切」-乂力調節 


ち I H 火力調節つまみ 

r 入/切」-乂力調節 


付属品 


タイ7— 

時間設定夺一 


天ぷ5なべ [1 個] 
(消耗部品今24ページ） 



こんがりプレート [1 枚] 

(消耗部品今24ページ） 



初めは台所用洗剤でよく洗い、一度水を沸騰 
させる（その熱湯をずててよくふいて使ラ） 


□ースターの受け皿の中に入れて使う 
に部を上にして受け皿に入れる） 


手動 



各部のなまえ 


さ身魚 
焼 

姿のル 


9 



































































































































ご綱の前に 

設置場所の巧認 


正しく設置されないと乂災の恐れびありまず。各地の乂災予防条例にしたびって設置してください。 


本製品を設置ずる周固の壁は防火構造壁（例えばコンクリート造りのちの）になっていまずか。 

モルタル、タイルやステンレスが貼5れていてち、裏側の下地が木材の場合、木部が次第に炭化して最後に発乂ずるこ 
とがありまず。（低温発乂といわれていまず。） 


■防乂構造壁於がの場 S ホ、次のことを必ず守ってください。[消防法基準適ち組込お) 

^ () 内は不燃性の壁または防熱板を取り付けた場合。 

^防熱板を設けたとき、機器周固の木堅豆度が 可燃性の天井等 



■可燃性の壁か5上記の距離を離せない場ち、防熱板を取り付けてください。 



^防熱板の取り付けについてはお買い上げの販売店にお問い合せくださし、。 


10 


吸•排気のしくみ 


使用中、本体内部の温度上昇を抑えるためにを却フアン 
が作動し、吸気□と排気カバー部分か5吸-排気を行い 
まず。 

•を却フアンの作動音がしまずが、異常ではありません。 
♦冷却フアンが作動ずると、吸気□と排気カバー部分か 
5 口ぶ排気の音がしまず。 


ふをこぼれなどで調理物び排気□の中に入った場含 



排出 □ (2 力所）か5排出されまず。 


総消費電力び4日日 OW を超えないように、ち 
IH び次のように変わりまず。 

〔3つのヒーターを同時に使ラとを] 

•左 IH を「6」り 日日日 W) じ Lb で使う とも IH の火力が制限され 
ます。（下記参照） 


左 IH 

ち IH 

□ースター 

「8」 

(20 00W) 

「已」 

(75 0W) 

1200 W 

口」 

(1 已〇 OW) 

「6」 

(1000W) 

1200 W 

「6」 

(1000W) 

「7」 

り已〇 OW) 

1200 W 

r 已」 

(75 0W) 

「8」 

(20 00W) 

1200 W 

左 IH の火力が優先され、ち IH の火力は自重 

り的に下がります。 


このとき、ち IH の火力を上げよラと操作してもブザーが鳴って 
上がりません。 

-ち IH の「天ぷ5」「湯沸し」機旨目は使えません。 

(設定するときは、他のヒーターを停止してください。） 
I ：ち IH の機能について） 

-も IH の氏ぷ引「湯沸し」機旨目を設定しているとき 
は、左 IH と □ ースターのどちらかしか使えません。 
^3つ目の ヒーターを 設定しよラとずると、 ブザーが 
「ピピッ」と鳴って受け付けません。 


お願い 


• トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器など電磁誘 
導加熱の調理機器を使わないでください。 

(磁力線により本製品が故障ずる原因。） 

•使用中は磁力線が出ているため、下記のよラな磁気 
に弱いちのは近づけないでください。 
•キャッシュカード、自動改札用定期券、カセットテ 
—プなど 

(記録が消える恐れがある。） 

-ラジオ、テレビなど媛信障害を及ぼずことがある。） 
•酸の強い食品や塩素系の洗剤がついた場合は、ずぐ 
にふき取ってください。（放置ずると、トッププレ 
ートが変色ずることがある。） 

^酸の強し、食品…ジャム、レモン汁、梅を使った食品 
• 火力表示部の上に熱いなべを置かないでください。 
(表示部の温度が上がり、故障の原因。） 


お知5せ 


• IH の使いはじめに本体内部にある磁力発生用コイルか5においが出てきまずが異常ではありません。ご使用にと 
もない出なくなりまず。（磁力発生用コイル今2ぺージ 「IH (電磁誘導加熱）とは」） 

• IH で調理中に 

•なべの種類によっては、「ブーン」や「ジー」などの共振音がずることがありまず。 

•遥電を停止せずになベをはずずと「ピン」といラ短い金属音がずることがありまずが、故障ではありません。 

• □ースターの使いはじめに煙やにおいがでることがありまずが、ご使用にともない出なくなりまず。 

•なべ底面やトッププレート面に水や油が付着した状態で使用ずると、なべが動いたり回転ずることがありまず。 

• ヒーターの遥電を停止ずるときは、ヒーターの乂力調節つまみを押し込ん;でか5電源スイッチを切る。 

火力調節つまみが出ている状態で電源スイッチを「切」にした場合、次に使用ずるとき（電源スイッチを「入」 
にして）そのまま火力調節つまみを回しても遥電されません。 

遥電ずるには一度火力調節つまみを押し込み、再度押して"火力調節つまみが出た状態"にして回してください。 
切り忘れ防止自動停止機旨目、なべ無し自動停止機旨目や感震機旨目が働いてヒーターの通電が自動停止した場合ち同 
様でず。 

•使用中、操作をしないまま3日秒たつと表示部のバックライトの明るさが約半減しまず。 


ご使用の前に 


11 















































































使えるなべについて 

■ IH は、材質や底の形状によって使えるなベと使えないなべびありまず。 

■ IH ヒーターは財団法人製品安全協会の [ mm ] sms マークのあるなベをおずずめしまず。 
載財団法人 r 製品ち全協会」び認定した IH クッキングヒーターに 00 V ) 巧応の商品でず。 

^上記マークびない1 00 V 巧応のなベは使えません。 


I H で使えるなベ 


材 質 



•鉄 ホー □— 


ホー□一なベの種類（なべ底が薄いちのなど）によっては、 
空焼さすると底面のホー□一がとけることがあります。 



1目一目-1目一10ステンレスなべ 

多少乂力が落ちたり、厚さび Imml 以上のなべは、 
使えない場合びあります。 

•クラッドなベ（多層なベ） 

種類によっては発熱しないちのがありまず。 

お 状 

•底び平5で、底の直径12〜 27 cm のなベ 



底の直径12〜 27 cm 


お知らせ 

•底の薄いなべは、なべ底が変形ずることがありま 
ず。低めの火力で使用してください。 

•使えるなベでち形状、材質により多少火力が変わ 
りまず。 

•フライパンなどは底の厚いちののちが変形しにく 
<また温度む5が少なく焦げにくくなりまず。 

\_ J 


I H で使えないなべ 

^使用した場合、製品故障の原因になりまず。 

材 質 

•耐熱ガラス •陶磁器（±なべなど） 




綱 



•アル S 



形 


状 


•なべの底に銅やアルミを貼っているちの 
•底の直径び 12 cm 未満 

左ち IH の中央の円が直径約 12 cm でずので、めや 
ずにして < ださい。 

•底の丸いちの（中華なベなど） 



•底に約 3 mm 切上のソリゃ脚び付いているちの 
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約 3 mmliLb ' 
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I H で使えるなベの見ねけかた 



なべに水を入れ、 IH の上に置く 


2 電源スイッチを「入」にずる 

►電源ランプが点打。 



Q riH 乂力調節つまみ」を押ず 

^ ►! H 乂力調節つまみが出る。 




[ 

姿焼さ^ 

II 


I )1 


巧/助]時間 I 


I 湯沸し)(み孤) 


なみ —2.6 

〇 

感 



pQ 




4 5 6 7 8 ® 

□ □ □ □ 


火力表示ランプび緑点な 



4 riH 乂力調節つまみ」を回ず 


3 - 4-5 



' 〇 使ぇるなベ 

X 使えないなべ 、 

トツププレートの 1 H の乂力表示ランプが点む。 

トッププレートの 1 H の乂力表示ランプが点滅。 

• ヒーターに通電されまず。 

•なべ無し自動停止機能が働さ、なべは加熱されません。 

• 160 • 180 • 200 □□□ 

©12345678® 

\ し/《8(/ 人/^〇〇 □□□ 

の 1 /2 / hi 14 1 i \ ^\ V ぐ 8 ® 

□ □ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ □ 

使えるなベと見わけてち、材質やお状によっては火力 

約 1 分後に火力表示ランプが緑点打し、自動的に遥電が停 

が弱くなる場合がありまず。 

止しまず。 ^ 


お願い 

•確認した5、ずみやかに IH 火力調節つ 
まみを押して遥電を停止してくださ 
い。そのまま放置ずると使えるなベの 
場合は加熱されまず。 


5 


riH 乂力調節つまみ」を押ず 

►ヒーターの遥電が止まる。 


0 電源スイッチを「切」にずる 

►電源ランプが消打。 


使えるなベ 


つ S て 
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加熱調理をずる [左も IH ] 


2 6 




3 - 4-5 


ち IH を使う場合で説明しまずが、左 IH を使う場合も同じでず。 


1 なべに材料を入れ、ち IH の中央に置く 

使えるなべ吟12ぺージ 


〇 電源スイッチを「入」にずる 

►電源ランプが点打。 


A 警告 


•みそ汁やだし汁、カレーなどを煮たり温 
めたりずるときは、ときどさかきまぜる。 
再加熱ずるときは、 はじめに かきまぜる。 

水や調理物を加熱していると、突然沸騰して 
飛び散ることがありまず。 

(やけど-けがの原因） 


•炒め物と焼き物をずるときは、 

•そばを離れない 

•加熱しずざない（予熱の火力は弱めにずる） 

(油の温度が急激に上がり、発煙-発火の原因） 
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3 r ち IH 乂力調節つまみ」を押ず 

W 劾謡]まみが出る。 

•乂力調節つまみを押しただけでは、ヒーターに遥電されない。（安全のため） 



% 

-^ 60 . 

.__f _ taQ - 

_ _ _200 * 天ぶら 

12 3 

4 

5 6 

7 8感 

弱乂 


か乂 

強乂 




ち I H 乂力表示ランプび緑点打 

※トッププレートが熱いときは、「4」「己」が赤点灯 
して「高温を意」をお知らせします。 


A r ち I H 乂力調節つま別を回して乂力を選び 
1 調理ずる 


M 2 3 4 5 

6 7 8 © 

r 

_^を1 

弱义 か义 

強乂 


ソ 


乂力は初め自動的に「引 （7 日 0 W ) に入る 



5 


調理が終わったら 

r ち IH 乂力調節つまみ」を押し込む 

►ヒーターの遥電が止まる。 





0 電源スイッチを「切」にずる 


►電源ランプが消打。 


巧 IH 劾 


100 W 300 W 750 W 1500 W 

(約） 200 W 500 W 1000 W 2000 W 


慰1 2345678轉 

弱乂 中火 強火 


使いかた 
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揚げちの調理をする [も IH ] 


油量のめやす 

約0.目リットル 
約 0.9 リットル^ 




2-7 — N 4 



3-5-6 


1 付属の天ぷらなべに油を入れ、ち IH の中央に置く 

•油量は約 0.9 リットル（約8日日 g ) 入れる。 


2 電源スイッチを「入 J にずる 

►電源ランプが点打。 


A 警告 

• 揚げ物調理中はそばを離れない 
• 付属の天ぷ5なべを使ラ 
• なべ底がそったり変形しているものは使わない 
(なべ底のそりは日.日 mmlil 下のちのを使ラ） 
•油の量は約0.6リットル（約日00呂）未満では調 
理しない 

•なべは力臟部の中央に置く 
• ち IH の天ぷ5調理キーを使ラ 

(火災の原因) 


お願い 


•なべ底-トッププレートに異物や巧れが 
ついたまま使わないでください。 


•天ぷ6なべに油を入れてか!5天ぷ6調理 
キーを設定してください。 

/先に天ぷ5調理キーを設定ずると、油\ 
温度が低いラちに予熱完了のお知5せ 
\をずることがあじまず。 ノ 
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3 


r ち IH 乂力調節つまみ」を巧ず 

► 乂力調節つまみが出る。 

• 乂力調節つまみを押しただけでは、ヒーターに遥電されない。（安全のため） 



-- .200. 天ぷら 
; 〇 



M 2 3 

4 5 6 

7 8 ( 

弱乂 

か乂 

強乂 




ち IH 乂力表示ランプび緑点灯 
※トッププ レー トが熱いときは、「4」「日」が赤点灯 
して「高温を意」をお知らせします。 


4 を巧ず 


► 天ぷ5調理適温ランフが点ミ戚 



設定温度は自動的に「180」でに入る 1^ 

• 160 • 180 • 200ミ 《ら 

© 1 2 3 4 5 6 7 8_© 

弱乂 中乂 強乂 


巧 r ち IH 乂力調節つまみ」を回し、油 
W 涵度を設定ずる 



設定温度までの所要時間 . 約…分 

(M づ属の天ぷ5なべで、設忠由温18ぴ C 、 
I 油■約 0.9 リットル（約8日 CDg ) の場合 I 



ブザー（ピピピッ）び鳴つた5予熱完了 
調理をずる 

► 天ぷ5調理適温ランプが点な。 


• 160 • 180 


200 天ぷら 


感1 234567 8© 

弱乂 か乂 強乂 


^ 調理が終わったら 

U 「ち IH 乂力調節つまみ」を押ず 


►ヒーターの遥電が止まる。 





7 電源スイッチを「切」にずる 


►電源ランプが消打。 


お知5せ 


•調理中に設定温度を変更ずると、温度表示は移動し 
まずが、天ぷら調理適温ランプは Oti したままでず。 
• 調理やに油を追加した時は、天ぷ S 調理適温ランプ 
は 原 il したままでず。 

しば S くずると、設定温度の油温度になりまず。 

• トッププレートが熱いときに揚げものをずると、油 
温度がおいラちに予熱完了のお® 5せをずることが 
あ0まず。 

•ち IH で逼常の加熱調理中やその後も、天ぷ5調理キ 
一を受け付けまず。 


温度のめやず 


(説明のためすべて点丹しています。） 


(約） 


150で 

I 


160で 


170で 

I 


180で 


20〇で 


190で 

I 


• 160 • 180 • 200 天ぷら 


婦1 234567 8© 

弱乂 中乂 強乂 


使いかた 
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魚を焼く 


自動 


[ □-スター] 


4 36 




こんが0プレート 
(己部を上にする） 



•アルミ遣は必ずこんがりプレートの 
下に敷く。 

•水は入れない。 


1 受け皿にアルミ遣を敷き、こんびりプレ 
ートをセツトして魚を載せる 

こんがりプレートにサラダ油をめると、魚の皮などがくっつさにくい。 


2 受け皿を □ —スター庫内にセツトずる 


3 電源スイッチを「入」にずる 

►電源ランプが点打。 


お願い 


お知5せ 


•種類の異なる調理物は一緒に焼かない 


•魚はこんがりプレートの中央にのせてください。兩端に魚を 


で < ださい。 

• □ースター扉は、奥まで巧して確実に 
巧めて < ださい。 

• □ースター使用時は必ず換気雇を使用 


のせると焼を色がラすくなります。 

• □ースター使用中、ヒーターの熱による金属の膨張•収縮で 
音がずることがありまずが異常ではありません。 


して < ださい。 

(調理中、排気口か5煙が出まず。） 
•調理後、追い焼きをするとをは、手動 
で焼けぐあいを見なが5焼いてくださ 
し、。（今「手動」20ページ） 


ースターで調理中に左ち（どち!5か）のヒーターにタイマ 
一設定をすると、表示部はタイマーの時間表示をします。 □ 
ースターの自動調理時間を表示したいとをは、を巧し 
て < ださい。 
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4 


Ml 


を押して □ —スターメニューを選ぶ 


>押すごとに►マークが移動。 

>己秒間操作しないとそのメこュー 
で確定。 


魚の種類•大きさなどにより、メニューと焼き色を選んでください。 
(今29ぺージ旧動調理□-スターメニューと魚の分類」） 


r 姿焼き」^ 「切身」 I 


r ル魚」 I 


r 手動」^ 「設定解除」 




焼さ色 

I 

\ ►/姿焼き 


□ ► 姿焼さ 

\ ►喻身 


画 切身 

/ ► 魚 



■ ル魚 

/► n | ま動） 


L I J 

1 [ Tli ] 


メニューを選び間違えた時 


Ml 

を押して□-スター設定を 
取り消して、手順4か5再 
操作してください。 


焼さ色調節 


焼き色 


灰巧 


で焼き色を選ぶ。 




巧ぎ色 


濃 I 

画 ► 

■ — 標; 


いめ 
標準 
ラすめ 


焼き色は、□- スターメニュ ー 
を選んだ後1分間受け付けまず。 
——度焼き色を選ぶと、次回か5 
その焼き色で焼き上げまず。 


調理スタート 


ちと 


あと 


約1分後 


約1分後 


あと 

おちで 



•メニュー確定、 
残り時間を計算中 


>表裏の合計残り 
時間を表示 


•表の残り時間を 
表示 


表焼き終了（ピピピピピッ、…） 


あと 


おちで 


II 


焼ぎ色 


3 

画 
■ I 


残り時間表示について 
表•裏焼さ終了前に、残り時間の修正 
をずる場合がありまず。 


点滅 


5 魚を裏返ず 

•□ースター 扉を弓 


□—スター扉を引きだし、魚を裏返して□—スター 
扉をピッと鳴るまで押して閉める。 

'□ ースター扉を閉めると、自動的にスタートずる。 


あと 



ラら 


できあびり 


裏I焼さ終了 

(ピピピピピッ、…） 

►遥電は自動的に停止。 

魚を取り出ず 


II 


おぎ色 


S 

I. 


点滅 


►□ースター扉を開けると表示が消える。 


0 電源スイッチを「切」にずる 

►電源ランプが消打。 


表焼を終了のブザーび鳴ってち裏返さなかった 
場を 

• 30秒後から] 0砂刻みでブザーが鳴ってお知らせしま 
す。 （30 分間） 

•30 分切上たつと、調理は取り消しになります。その 
後再調理するときは「手動」で焼いてください。 

^表焼き終了のブザー後、3分料内に裏返すと仕上がり 
が良 < 焼けます。 


自動調理中に□ー スター扉を開けたとき 

•加熱は一時停止します。□ースター扉を閉めると自動 
的に継続します。 

•焼さ色がラすくなります。 

•開け放しにしたり、□ースター扉をきちんと閉めなか 
つたときは30秒後から] 0秒刻みで、ブザーが鳴って 
お知らせします。 

※約30分たつと自動的に調理は取り消しになります。 


途中で自動調理をやめるとを 

を長押ししてください。 


Ml 


使いかた 
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魚を焼く 


手動 


[ □-スター] 



お願し、 

• □ースター扉は、奥まで巧して 
確実に聞めてください。 

• □ースター使用時は必ず換気覇 
を使用してください。 

お知らせ 

•魚はこんがりプレートの中央にの 
せてください。兩端にのせると焼 
を色がラす< なります。 

• □—スター使用中、ヒーターの熱 
による金属の膨張•収縮で音がず 
ることがありますが異常ではあり 
ません。 


2 3 


自動 


と同じ 吟18ぺージ 


4 


Ml 


を押し「手動」を選ぶ 



表が焼けた5魚を裏返ず 


• □ースター扉を引き出し、魚を裏返して□ースター扉を奥まで押して開める。 
► □ ースター扉を閉めると、自動的にスタートずる。 


6 

7 


調理び終わったら 

を^を巧し、魚を取り出ず 
電源スイッチを「切」にずる 

►電源ランプが消打。 
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• タイマーは各 ヒーターの いずれか 
一つに設定できまず。 

(□— スターは r 手動」のみ） 
•タイマーを使うには、はじめにヒ 
一夕一に遥電してください。遥電 
したヒーターにタイマーを設定ず 
ることがでさまず。 

•設定時間が経過ずると、通電が自 
動的に止まりまず。 

• 天ぷ5と湯沸しには設定できません。 


2 

3 


タイマ 


白量)□-スター 41>4 


姿焼き 

切身 

小魚 

图 


岡 

し L 落巧け 


〇タイマー設定 

’ 慰只/の 

◄气 

I 間 ► 



- J 

, 


電源 


U 

© 



( W し)劇 




ち 


♦ 


4 


ち IH にタイマーを設定する場合で説明します。 


ち IH に通電ずる 

•も IH の遥電のしかた（今14、1曰ぺージ） 


■複数の ヒーターを 使っているときの ヒーター 選択 

胃^を巧ずごとにヒーター表示の点滅が移動しまず。 


設定するヒーター表示を選んでください。（点滅させる） 
(例）左 IH と□—スターを使っているとき 


2 


選択/の 


を押ず 


>残り時間は自動的に 
「あと] 0分」を表示。 


点滅 

「タイマー」ので字が3 
秒後 I L 点;威わ、台点灯 
に変わり、タイマー 
がスタートする。 



あと タイマー 

in 


ノ心 r 

点滅 — ■ 

— 

左 IH に設定 




- 点滅 
□ ースターに設定 
^スターは最初 
r 已分」に設定される。 


あと 


\レ 

—5? つゾ — 

irr 



% 


点滅 


点 口 -4^ 




点丹 

タイマー解除 




3 


イ時間 ► 


を巧して、時間を設定ずる 


^手順2でタイマーがスタートした後でち設定できまず。 


ヒーター 

設定できる時間 


1時間30分 

1〜3日分 

:1分刻み 

左も IH 

※火力「3」 LU 下の場合、最大 

3日分〜1時間3日分 

:日分刻み 


別寺間まで設定でさまず。 

1時間30分〜日時間 

:1日分刻み 

□-スター 

2日分まで 

1分刻み 


タイマーを使っている途中で 
調理を終了ずるとを 

• 設定中のヒーターの調節つまみ 
を押し込んで通電を止めてくだ 
さい。 

□ ー スターの場合は 
して < ださい。 


國 


タイマーも取り消しになります。 
タイマーを取り消ずとき 

• I 還巧 / 切 I を押してください。 


11 点滅 


設定時間終了 
(ピピピピピッ、…… ） 

►設定した ヒーターの 遥電は 
自動的に止まる。 



4 「ち IH 乂力調節つまみ」を押ず 

►表示部の表示が消える。 

巧 電源スイッチを「切」にずる 


お知らせ 

>左ち（どちらわ、）のヒーター 
にタイマーを設定中に、□一 
スター自動調理を設定する 
と、表示部は□ースター自動 
調理の時間表示をします。夕 
イマー時間を表示したいとさ 
を押して < ださい。 


は、 


►電源ランプが消な。 


使いかた 
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湯沸し機能[も I 川 


沸騰させながらカルキをとばして、 
その後火力を落として保温しまず。 
しばらくずると自動的に通電を停 
止しまず。 


準備 


•底の平5なやかんに1リツトル〜2リツ 
トルの水を入れてセツトしまず。 

^2リツトル m 上の水を入れると沸騰前に 
終了しまず。安全のため最長1曰分で遥 
電が切れるためでず。 



1 ち IH に通電ずる 

•ち IH の遥電のしかた（今14、1曰ぺージ) 


2 を巧ず 


► 乂力は自動的に「引 （2 日日日 W ) に入る C 


(SuT 


点な 


沸騰後（ピピピッ） 

►火力は自動的に「巨」 （1 日日日 W ) に下がる。 


カルキをとばしなが5保温しまず。 


終了（ピピピッ） 

►自動的に通電が停止。 


3 電源スイッチを「切」にずる 


►電源ランプが消打。 




お知 5 せ 


•沸騰ずるまではふたの開け•閉めや、水や具の 
追加をしないでください。温度センサーび正し 
<働かな < なりまず。 


•途中で湯沸し機能を取り消ずときは、乂力調節 
つまみを押し込むか、 （湯沸し） を押してください。 


• なべの材質 • 厚みや水温•水量によっては沸騰のお 
知5せび遅れたり、ふをこぼれることびありまず。 
•下記の場含、温度センサーび正しく働かず湯沸し 
機能び働をません。 

-揚げもの調理後などトッププレートが熱い場合。 

(通常の加熱調理の操作で沸してください。） 

-底がそったなべなどを使った場合。 

(底が平5なものを使ってください。） 

-トッププレートのヒーター部やなべ底に水や異物が付 
着している場合。（ふきとってか5ご使用ください。） 
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チャイルド□ックを設定ずると、 
ずべてのヒーターへの通電がで 
さな<なりまず。 



2 


設定ずる 


電源スイッチを「入」にずる 


2 赁) 


を 3 秒押ず （ r ピッ」と鳴る） 


チャイルド□ック設定完了 


•- 


点灯 


© 


解除ずる 


電源スイッチを「入」にずる 


2 け烹 ) を 3 秒巧ず （ 「ピッ」と鳴る } 


チャイルド□ック解除完了 


〇 


消な 


優) 


>ヒーター通電中は、「チャイルド□ックキー」を受け付けません。ヒー 
ターの通電を切ってか5、設定または解除をしてください。 

>チャイルド□ック機能は、電源スイッチを切っても（また電源プラグを 
巧いてち） IS 憶していまず。 


お知 5 せ 


使いかた 
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お手入れ 


^ お手入れは、 

•電源スイッチを「切」にして、冷えてから巧う。 
•ご使用のたびに巧う。 

^ミちれたまま使うと、こびりついてとれにくくなりまず。 

•薄めた台所用洗剤（中性）を使う。 

^ベンジン、シンナー、漂白剤、アルカリ'限先剤は使わない。 
塗装面などのいたみの原因になりまず。 



•ナイ□ンたねし、金属たわし、みがき粉などの固いものは表面を傷つけるので使わない。 

^トッププレート（ガラス部分）のこびりついたミちれには、クリームタイプのクレンザー（ジフなど）を使ってく 
ださい。 

クレンザーは、研磨剤が3日％！;(上含まれているものは使わない。（トッププレートの印刷が落ちる原因になりま 
ず。） 



-スター部品の着脱のしかた 


受け皿の取り出しかた 
•受け皿を引き出して、 
取っ手を持ち上げるよ 
ラにして出ず。 
•取り付けは逆の手順で 
行ラ。 



こんがりプレートの 
取り出しかた 

•冷めてか5こんがり 
プレートを端によせ、 
取り出ず。 



ドアガラス部 


取りはずしかた 

〇受け皿の下側に手を回 
し、□ースター扉のツ 
メを押さえる。 

©□— スター扉を受け皿 
側（矢印ち向）に倒ず 
ようにずると、受け皿 
の2力所のツメがはず 
れる。 




取り付けかた 
〇受け皿のツメに力所) 
を□ースター扉に差し 
込む。 


©□—スター受け皿を矢 
印ち向にカチッと音が 
ずるまで動かず。 




r 

こんが0プレートについて 

お願し、 

お知らせ 

•こんがりプレートは熱いラちに 

• ご使用にともないをムラがでますが、 

水につけない。（変形の原因） 

衛生面には問題ありません。 

•こんがりプレートに強い力を加 

•こんがりプレートは消耗品です。フ 

えない。（変形の原因） 

ッ素力にがいたんだ場合は、お買上 g 1；設ら品 3 冕 4 5 卜 


げの販売店でお買い求め<ださい。 苗 望/」、売価 2,20 oR 


付属の天ぷ6なべについて 



•薄めた台所用洗剤（中性）で洗ラ。 
•なべ底-外側のミちれち取り除く。 



巧れがこびりついたまま使ラと、、 
油温度調節機能が正しく働きませ 
ん /。 ^ 


お知らせ 


•なべ底がそってきたり、変おした場 
合は使わないでください。お買上げ 
の販売店でお買い求めください。 
※お買い求めいただ<場合、なべの直径 
は 22 cm になります。 


品番： CS - 100667(直径 22 cm ) 
品 名：天ぷらなべ 
希望小売価格： 3,000円 
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価格は2002年8月現在。変更 


トッププレート 

• かた< しぼったふさん;でふ<。 

•油ミちれには、台所用洗剤（中性）の溶液をしみ 
こませ、しぼったふさんでふく。 

(洗剤溶液を使ったあとは必ずかたくしぼったふ 
さんで水ぶさずる。） 

♦こびりついたミちれには、クリームタイプのクレ 
ンザー（ジフなど）を少量付けて、こずりとる。 
(アルミ道やラップをまるめてこずると、ミちれが 
取れやずくなりまず。） 

\_ ) 


排気カバー 

本体か5はずし、水洗いずる。 



お願い 


排気口にものを入れないよラにしてください。 

^排気□にちのを落とした場合は、お買上げの販 
売店またはお近くの「兰菱電機修理窓□」にご 
相談ください。 



□ースター 馆 R 品の着脱のしかた今24ぺージ） 

□ ースター扉、受け皿、こんがりプレートは、庫内 
か5取りはずして分解してスポンジで洗ラ。 

庫内に付着した油類は台所用洗剤でふきとる。 

\_ J 


操作部 

^やわ5かい乾いた巧でふ<。 



ぉ 
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お料理ノート 

■加熱調理の义力調節のめやず 


調理 


火力表示 

乂力調節のポイント 

測騰やフライパン 


位置 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

乂力 

100 W 

2 日日 W 

300 W 

己 00 W 

7 己 0 W 

1000 W 

1500 W 

2000 W 

等を熱する火力 

調理する火力 

炒める 

牛肉とアスパラガス 
の中華風妙'め 









フライパン等を乂カロ」で 
熱する。 

乂力 r 日」〜巧」 で炒める。 

焼< 

お好み焼を 









フライパン等を乂力巧」で 
熱する。 

焼を色を見なが5乂力調節す 
る。 

茹でる 

スパゲティー 









乂力 rs 」 で沸騰した5、乂 
力を弱める。 

(ふさこぽれないよラにする） 

瑟才 

一 

茶わん蒸し 





— 




乂力 rs 」 で沸騰した5、乂 
力を弱める。 

※蒸すときは乂力を r 引に 
する。 

煮る 

黒豆 









乂力 r 引で沸騰した5、乂 
力を弱める。 


•材料の量、なべの形状*材質により加熱状態が異なります。様テを見て火力を調節してください。 
•なべ、フライパンの種類によっては、底面が熱で変形するときがあります。 


®)(§)(8)( g ) 




I H でのコ*グ 


炒めちの調理のコツ 


■ IH はフライパンの底の部分しか熱くなりませ 
ん。均等にげめるには、一度に多くの量を作5 
ないで、数回に分けて作る。 

■フライパンは 動かさずに、菜ばしやおたまなど 
で材料をかき混ぜてげめる。（焦げ付きそラな 
ときは、フライパン等を IH か5離して火加減を 
調節ずる。） 



■フライパン 等をよく熱して、多めの油を入 
れてなじませる。油を1度きり、再び適量 
の油をひく。 

■炒める ときは、フライパン等に余裕を持た 
せた量で調理ずる。（材料がよく動き、焦 
げ付きにくく、調味料ちまんべんなくか5 
む。） 


牛巧とアスパラガスの 

中華風げめ 


材料 （ 4 人分) 


牛肉 . 

. 2日日旨 

( A ) 喘ミゅ.:...：::：::.：: 

••…大さじ1/2 

…•‘大さじ1/2 

アスパラガス （4 〜日 cm に切る）… 

. 2日日旨 

( しよラゆ . 

. 大さじ3 

间酒 . 

. 大さじ2 

i 砂糖 . 

. 大さじ1 

かたくり粉 . 

. 適宜 

水 . 

...... 2/3カップ 

ミ由 . 

. 大さじ2 

かたくり粉（水とき用） . 

ごま油 . 

. 小さじ1 

. 小さじ1 




♦作りかた 
1牛肉に下味をつける 

•牛肉は已 mm 幅の細切りにして、 （ A ) で下味をつけてかたくり粉をま 
ぶす。 

2材糾を炒める 

•火力「7」で熱したフライパンに油をひいて、火力「6」〜「8」にし 
てアスパラガスを炒め、1の牛肉を加えてさ5に炒める。 

•间を入れて、さ5に水ときかたくり粉を入れてまぜ合わせ、とろみ 
がついたらごま油をふる。 
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[卵 . 

( A ) 養力粉 
L だし汁 
塩 . 


こしよラ . 

キャベツ（せんぞりにずる） 

豚ル間切り肉 . 

たこ（ルさく切る）…•… 
むをえび（背わたを取る) 


(己) 


( C ) 


[ ウスターソース 
青のり . 




紅しょうが‘ 
しかつおぶし. 
サラダ油 . 


♦作りかた 
1生地を作る 

•ボールに ( A ) を入れてダマにならないよラにかきまぜ、塩、こしよ 
ラする。 

2生地を焼く 

•火力「引で熱したフライパンに油をひいて、间を軽く焼いて取 
り出しキャベツといっしよに生地にまぜる。 

•火力「引で熱したフライパンに生地をいれ、火力「6」〜「7」 
で両面を焼き中まで火を通す。 

• ( C ) をお好みでかける。 


■ IH は乂力が強いのでガスコン□の感覚で焼くと焦げ付く。最初は火力を一段落として調節ずる。 


お好み焼き 



[蒸しちの調理のコツ 


■蒸ず ときはたつぷりの湯を沸かず。（蒸し器の中が高温に保たれる。） 
■湯の 量び減ってきたらお湯を足ず。（湯の温度が下がらず蒸気び途 
絶えない。） 


■茶わん 蒸しなどの卵料理は、ずが入らないよう一度お湯が沸いたら 
乂力を落として慕ず。 

■蒸 し時間がわかっているときは、タイマーを使うと便利。 


茶わん蒸し 


材料 （ 4 人分） 


だし汁 . 13 乂カップ 

( A ) j 養 □ しょうゆ.みりん . 各ルさじ1 

塩 . ルさじ1/2 

. 2個 

鳥肉 （1 口大に切り、しよラゆ(適量)をかける）…80旨 
ルえび（尾を残して殻をむき、背わたを取る）…4尾 

( B ) i ぎんなん（宙詰） . 8鞋 

生しいたけ （4 等分） . 1枚 

かまぼこ （3 mm 厚さ） . 4切 

みつば . 適量 



♦作りかた = 

1卵液をつくる 

•なべに A ) を入れて火力「4」で煮なてて;令まし、卵を混ぜてこす。 

2器に材料を入れて蒸ず 

•器に脚を入れて、1の卵液をまぎ入れ浮いた泡をすくい取る。 
•蒸し器に水を入れ火力「8」で沸騰させる。沸騰したら火力 r 己」 
に落として器を並べ、ふきんをかぶせる。 

•蒸し器のふたを少しず5してのせ、約2日分蒸す。蒸し上がった5 
みつばをのせ、器のふたをする。 


ja お調巧のコツ 


■魚を 煮るときは、汁を煮立たせてか5煮ると表面が固まってうまみ 
を逃がさず、を臭さも汁にでない。 

■肉の 煮込み料理の場合弱火でじっくり煮ると固い肉が柔らかくなる。 

しかし柔らかい肉はかえって固くなるので煮込みには向かない。 
■味を 含ませコトコト煮る場合は、も IH の火力「1」〜に」で、タイ 


黒豆 


[: 材料 （ 4 人分） 1 

黒豆 . 

r 拓|\半を . 


. 1 カップ 

. 1に； n け 

。丈偶 

( A ) j 塩 . 

1 1- ろ卜 h …, 


1 り U 呂 
. 小さじ 1 

[ しよつ巧^ 

一-一-一-一-一" 


入ごレピ 5 里 

. i 1 V - V 1 1 / つ 3 与 

圭置 

水 . 


。、ごレ1 / 〇弓弓 

. 4 カップ 


♦作りかた 
1下準備をずる 

• 黒豆を洗つて重曹を加えて一晩つける。 


マーをめやずに使うと焦げつきや消し忘れがなく調理できる。 
■カレー •ポタージュなど卜□ッとした煮込み調理の時は、火力「1」 
〜「2」で煮込み、途中材料を数回かき混ぜる。 

ぶ温めなおずときも弱火でかき混ぜながら巧ってください。 



2豆を煮る 

•なべに 1 の豆を入れ、火力「8」で沸騰させる。沸騰した 
5火力を「6」〜「7」に弱めてアクを取る。 

•落としぶたをして火力「2」〜巧」で約2時間煮る。 

• ( A ) を加えてさ引こ3日〜4日分煮る。 

•指でつまんで軽くつぶれるような5出来上がり。そのまま 
一昼夜置く。 

^煮汁が少ないよラな5、途中でお漏を加える。 

(豆が空気にふれるとしねがでさてしまラ） 


お 

料 

理 


I H でのコ*；/ 



材料 （ 4 人分) 


n 接プ々々接ぉ语旨宜宜宜宜宜 

ッ少少^郎適適適適適 

斜 ...... 
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■揚げもの調理の温度調節のめやず 


※付属の天ぷ5なべで油約0.9リットル（約800呂）を 
加熱したときのめやす温度です。 



(§ xg )( g ) の調感 

/ ^ 

•ち IH で天ぷら調理キーを使ってください。 
•油の量は約0.9リットル（約800呂）が 
めやすです。 

•詳しくは]巨、17ページをご覧ください。 


揚げちの調埋のコツ 


■新しい 油を使ラ 

■油の 温度は材料に合わせて決める。 

■] 回に揚げる量は、控えめにする。（油の表面積の1/2 
程度がめやす） 

■出来上がりの めやすは、材料が浮き上がり巧のまわり 
の泡がルさくなつたとさ。 


天ぷら 


(4 人分） 


えび . 8尾 

ししとラ . 8本 


その他にんじん、れんこんなどお好みの材料 
油（付属の天ぷ5なべ使用）……釣0.日リットル(釣800呂) 


[ル麦粉（薄力粉） . 2ソ2カップ 

( A ) :令水 .] ヵッ巧ぉ 

^卵 . 2個 


ミ由の號ぴ散0を少な< するために 


下ごし5えをずる ）1 水分をふきとる ） 


•无び 

尾の先を切って水分を出す 



•ししと弓 

水気をふき取り、竹串または 
よラじで巧をあける 



•いか 

皮をむき水分をふき取り、切 



•魚介類 

特にしいたけやピーマンなど 
の野菜 





r 巧や生地づくりは 1 

•水分の多い材料は、必ず薄力 
粉を薄くまぶしてか5巧をつ 
ける。 

• ドーナツなどの生地には、ベ 
ーキングパウダーや砂糖を入 
れてる。 



V 


♦作りかた 
1 下準備をずる 

• えびはからと背わたをとり、 
• ししとラは巧をあける。 

( A ) をあわせて巧を作る。 


腹側に切れ目を入れる。 


2揚げる 

• 天ぶらなべ に油を入れ、ち IH にの せ天ぶ 5調理キーを押し 


「18日」でで加熱する。 

• ( A ) の巧をつけて揚げる。 


J 
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小 


ル魚 

魚の種類 

焼を時間の例 ※焼き色調節「ネ i 

真準」の時 

小魚の干物 

ししやち、めざし 

調理例 

時間 



ししやち曰尾（約100旨） 

約10分 


•みそづけ、かすづけやつけ焼きは焦げやすいので、「手動」で焼け具合を確かめなが5焼いてください。 


焼き色が付きやずいもの 

►脂ののりがよい魚 

>塩焼き-一塩物は、塩分濃度が 
高いものほど付きやすい。 


焼き色が付きにくいもの） 

>水分の多い魚 

>皮が銀色っぽく光ミ尺のあるちのは、 
熱を反射しやすいので、付きにく 
い。 

>厚みのある魚は裏面に焼さ色が付 
さにくし、 


C ルさめの魚を焼くとき 

•尾などの薄い部分が焦げやすい。 


1尾(巧•切れ)など少量を焼くとを） 

>焦げやす<なるので、焼を色調節 
で「ラすめ」に設定して焼いてく 
ださい。 

(焼き色調節碎19ページ） 


V 


夕-® 感 

に 




魚を巧<とまのコツ 





■塩焼きは 魚に塩をふり、約20〜30分おいてか5焼く。 

(塩が多めにふってあると、焼き色が多少濃くなる。） 
■皮の ついている切り身やひものは皮（おもて）を上にし 
て先に焼<。 

■厚みの あるちのは、厚さ 4 cm 切下にする。受け皿か5 
はみ出るちのは半分に切る。 

■焼く と反り返るちのは切れ目を入れたり、串を通してヒ 
一夕一に触れないようにする。 


■冷凍 したちのはあ5かじめ解凍してか5焼く。 

■見 ばえよ <焼< には、 

•表になる面に切れ目をいれ先に焼く。 

•尾*ヒレに塩をまぶす（化粧塩）。または、魚の細い部 
分にアルミ遣を巻いておく。 



切れ目 


化粧塩 


迦 

火が通りやすい おくずれせず、アルミ道 

こげに < い 



■自動! 


□-スターメニューと魚の分類 


奠材の状態译節-鮮度-脂ののりなど）により、 
焼けぐあいが変わります。 


姿 

焼 

丸焼を 

※厚みのあるちのは厚さ 
を 4 cmlirF にする。 

魚の種類 

焼を時間の例 ※焼き色調節「標準」の時 

さんま、ほっけ、あじ 

調理例 

時間 

さんま4尾（約曰60邑） 

あじの塩焼き3尾（約3目0旨） 

約18分 

約19分 

切 

身 

切身、開を、干物 

※厚みのあるちのは厚さ 
を 4 cmlirF にする。 

魚の種類 

焼を時間の例 ※焼き色調節「標準」の時 

さけ、さば、ぶりの切り身 
あじ-さんまの開を 
かれいの一巧干し 

調理例 

時間 

さけの切身2切（約120邑） 
あじの開き2枚（約260旨） 

約10分 

約11分 


!規き色について 


お料理ノ 


/ 


29 





































































































































修理を依頼ずる前に 

修理などを依頼される前に取扱説明書をよくお読みの上、次の点をお調べください。 


f 症状 

調べるところ 

処置 1 

ヒーターび入5ない 

電源スイッチ、またはブレーカー 
が「入」になっていまずか。 

電源スイッチ、またはブレーカー 
を「入」にずる。 

ヒーター調節つまみが出たままの 
状態で電源を「入」にした場合、 
そのまま調節つまみを回しても通 
電しません。 

調節つまみを1度押し込んでか5 
再度電源を「入」にして火力設定 
をずる。 

吟11ページ「お知5せ」 

チヤイルド□ックを設定していま 
せんか。 

チャイルド□ックを解除ずる。 

吟23ぺージ 

IH になべをのせて調節つま 
みを巧してか S 回してち乂 
力表示ランプび点滅し、な 
ベび熱 < な5ない 

使用できないなべを使っていませ 
んか。 

1 

使えるなベをトッププレートに正 ■ 
しく置く。吟12ページ 

底が球状のなべや底に脚がついた 
なべでは友じませんか。 

なべが加熱部の中央か5、ずれて 

いませんか。 

ブザーび鳴り、表示部に 
「 U 1」 または 「 U 2」 または 
「 U 3」 の表示び出た 

内部の温度が異常に高くなってい 
まず。吸•排気□がタオルなどで 
ふさがれていませんか。 

ふさいでいるちのを取り除さ本体 
がをえてか5使ラ。 

調理中、「ブーン」という音 
や「ジー」といラ音びずる 

なべの種類によっては音が発生ず 
る場合がありまず。 

異常ではありません。 

そのままお使い < ださい。 

なべの位置をずらすか、置き直す、 

1 と止まることがあります。 ) 

使用中や電源スイッチを切 
つたあとち運乾音びする 

本体内部の温度を下げるためにを 
却フアンが回っていまず。 

電源スイッチを切っても最大日分間 
フアンが回りまず。 

異常ではありません。 

本体内部の温度が一定の温度まで 
下がると自動的に停止しまず。 

IH を使用中、なべをトップ 
プレートか5はずしておい 
た S 通電び停止した 

なべをトッププレートか5はずし 
まずと、約1分後に自動的に遥電が 
止まりまず。 

今2ぺージ 

異常ではありません。 

再度、遥電してください。 

使用中、ブザーび鳴り、通 
電び停止した 

i _ 

切り忘れ防止自動停止機旨目が働さ 
ました。吟2ページ 
最終操作後、約4曰分で遥電が停止 
しまず。 

^乂力を変更したとさは、それか 
54曰分で遥電が停止しまず。 

^□ースターは加熱がスタートし 
てか5約2日分で遥電が停止しま 
ず。 

異常ではありません。 

再度、遥電してください。 

_ J 
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( 症状 

調べるところ 

処置 1 

ち IH の乂力び自動的に下び 
つたり、乂力を上ば 5 れない 
ことびある 

ずべてのヒーターを同時に使用し 

てませんか。ずべてのヒーターを 

同時に使用した場合、消費電力が 

4 日日日 W を超えないよラにち IH の乂 

力を自動的に調整しまず。 

他のヒーターを使わない。 

ち IH を高火力で使いたいとさは 
吟 11 ページ 

ブザーび鳴り、 

表示部にに〇」の表示と、 
ヒーター表示び点滅した 
(例） 

本体内部に異常が起きていること 
が考え 5 れまず。 

表示が点滅しているヒーターの火 
力調節つまみを押し込み、電源ス 

イッチを切り、本体がをえるまで 
(約 3 日分）お待ちください。政上 

が 

ヒーター 
動作表示 
点滅 


の処置でち直 5 ないときは使用を 

中止し、必ず電源スイッチと専用 
ブレーカーを切ってお買い上げの 

販売店にご連絡ください。 

Lr ^ 肴 

□ースター使用中、音びずる 

V - 

ヒーターの熱による金属の膨張* 

収縮で音がずるとさがありまず。 

異常ではありません。そのままお 

使いください。 ！ 

_ _ J 


1；( 上をお調べになって、それでち不具合があるときは使用 
を中止し、必ず専用ブレーカーを「切」にしてください。 
故障の状況と表示部の英数字を、お買い上げの販売店にご 
連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 


■ 1.品名 IH クッキングヒーター(据置タイプ） I 
j 2.形名 CS - G 2202 C または CS - G 2202 C-S j 
I 3 .お買い 上 tfa 年 月 a I 

I 4.故障の状況（できるだけ具体的に） I 

I 曰.ご住所（イホ近の目印なども） I 

L S . お名前.電話番号. ISP 苗希望曰 」 


ず修 
る理 
前を 
に依 
頼 
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イ呆証とアフターサービス 


■保証書（別添付） 

•保証書は必ず「お買上げ曰-販売店名」などの記入 
をお確かめのラえ、販売店か5お受け取りください。 
•内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。 


保言正期間 お買上げ日から1年でず 


■オール電化延長保証制度 

有料にて保証期間を延長ずる制度ちございまず。 

(ご加入期間は製品の購入曰か53ヶ月政内とさせてい 
たださまず）資料のご請求や詳細は、フリーダイヤル 
0120目 67-7 目9兰菱電機延長保証申込受付センター 
へお問い合せください。（受付時間：平曰午前9時〜午 
後別き 3 CD 分、年末年始および所定の休業日を除く） 

■補修用性能部品の保有期間 

•当社は、この IH クッキングヒーターの補修用性旨目部 
品を製造巧ち切り後、目年保有していまず。 

•補修用性旨目部品とは、その製品の機旨目を維持ずるた 
め(し必要な部品でず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

•お買上げの販売店かお近くの「兰菱電機ご相談窓口- 


修理窓□」访 y 紙一覧表）にご相談ください。 

所在地、電話番号などは変更になることがありまず 
のでご了承ください。 

■修理を依頼されるときは 

「修理をイ纖ずる前に」（34、3曰ぺージ）にしたがっ 
てお調べください。なお不具合があるときは、必ず専 
用回路のブレーカーを r 切」にしてか5お買上げの,眼売 
店にご連絡ください。 

©保証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書の 
規定にしたがって、販売店が修理させていただきまず。 

©保証期間が過ぎているとさは 

修理ずれば使用できる場合には、ご希望により修理さ 
せていたださまず。 

©修理料金は、 

技術料+部品代 （+ 出張料金）などで構成されてい 
まず。 

©産廃処分について 

廃棄処分の際は必ず専門業者に依頼してください。 


仕様 


電 




源 

単相20日 V (己 0-60 HZ 共用） 

消 

費 


電 

力 

4000 W 


ち 

ヒ 

—夕 

— 

川 

2000 W 


を 

ヒ 

—夕 

— 

川 

2000 W 


□ 

— 

スタ 

— 

シーズヒーター 

1200 W 

大 

を 

さ 

が 

お 

寸 

法 

幅己 94 X 奥行484 (□—スター取っ手含まない） X 高さ182 ( mm ) 

□ — 

スター内寸 

幅 333 X 奥行242.己 X 高さ84 ( mm ) 

質 


量 

(重さ） 

約1 9 kg 

電 

源 

□ 

— 

ド 

2.日 mifi 3芯キャブタイヤケーブル 

電 

源 

プ 

ラ 

グ 

2極接地極付 250 V 2日 A 


愛情点検 


口 


熱、湿気、ホコリなどの影響や、使用の度合により部品劣化し、 
長年 ご 使用の場合は 点、 検をぜひ/ 故障したり、時には安全性を損なって事故につながることもあ 


0まず。 


このような 
症がは 
ありませんか 


•電源コードやプラグが異常に熱し、 

• コゲくさし模いびずる。 

• 製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 
• トッププレートにヒビが発生した。 

• 冷却ファンが回5なくなった。 

• その他の異常-故障びある。 



故障や事故防止のた 

ご尸用め、専用ブレ—力— 
を「切」にしてから 
^ ^必ず販売店にご相談 

<ださい。 


A 兰菱電機株式会社 
乂兰菱電機ホ—ム機器株式会社 

干 3 目 9-1 29 已埼玉県深谷市ル前田 1 728- 1 ZT790Z638H01F 
































